
 

 

 

 

 

八幡物産株式会社「北の国から届いたブルーベリー」（機能性表示食品 届出番号 Ａ１６４）

についての申入れについて 

 

２０１６年７月 5日 

        日本アントシアニン研究会 

 

 

 

日本アントシアニン研究会は、八幡物産株式会社（八幡物産）が販売を予定していた「北の

国から届いたブルーベリー」（機能性表示食品 届出番号 Ａ１６４）（現在販売中）という機

能性表示食品について、消費者庁に届出された資料を検討しました。その結果、当会は、「北の

国から届いたブルーベリー」の機能性表示「本品にはビルベリー由来のアントシアニンが含ま

れます。アントシアニンには、パソコン作業、事務作業など目をよく使うことによる、目の疲

労感、ピント調節機能の低下を緩和することにより、目の調子を整える機能があることが報告

されています。」はエビデンスに裏付けられたものではないと判断するに至りました。 

 

当会は、上記した判断に基づき、本年１月７日付で、八幡物産に対し、「北の国から届いたブ

ルーベリー」について、機能性表示食品としての届出を取り下げるように文書による申入れを

行いました。当会の当研究会の指摘は、概要、八幡物産が、消費者庁に機能性表示食品として

の届出をするに際し、採択した文献において用いられているビルベリーエキスと「北の国から

届いたブルーベリー」において用いられているビルベリーエキスの同等性が根拠づけられてい

ないこと、機能性表示の内容が採択した文献の結論と矛盾しているというものでした。 

 

当研究会は、アントシアニンという分野において安全性、機能性について専門的な知見を有す

る専門家の団体として、機能性表示食品制度の趣旨に鑑み、消費者の合理的かつ自主的な選択

を誤らせる恐れがある機能性表示が「北の国から届いたブルーベリー」に付されていることを

放置しておくことはできないと考え、申入れを行ったものです。 

 

残念ながら当研究会の申入れに対し、八幡物産からは当方の指摘に対する実質的な中身のあ

る回答はなく、そのまま「北の国から届いたブルーベリー」の販売が行われたため、当研究会

は、これまでの八幡物産とのやりとりを公開することを検討することを付した上で、さらなる

回答を求める通知を行ったところ、平成２８年３月３１日付で東京地方裁判所に当研究会が「北

の国から届いたブルーベリー」について、「機能性表示食品の届出に不合理な点が含まれている

こと」、などを公開することを差し止める仮処分（東京地方裁判所平成２８年（ヨ）第９６１号 

商品情報開禁止仮処分命令申立事件）を申し立ててきました。 

 

当研究会は、この仮処分申し立てに対して反論を行い、５月１１日、同２４日、６月１６日

の３回の審尋期日を経た後、裁判所の判断を待つ状態になっていましたが、八幡物産は６月２

４日付で当研究会に対する仮処分を取下げました。審尋と並行して、八幡物産側と「北の国か

ら届いたブルーベリー」の機能性のエビデンスについてやりとりも行われましたが、審尋にお



いても、このやりとりにおいても、当方は、エビデンスとされている論文において用いられて

いるビルベリーエキスと「北の国から届いたブルーベリー」において用いられているビルベリ

ーエキスの同等性が根拠づけられていないこと、機能性表示の内容が採択した文献の結論と矛

盾していることを積極的に明らかにし、八幡物産側はこれに有効な反論をすることに失敗をし

たと考えています。当会としては、八幡物産にも十分に主張をする機会の与えられた審尋手続

きを経て、「北の国から届いたブルーベリー」の機能性表示がエビデンスに基づくものではない

ことが、明らかになったと考えております。 

 

 当研究会としては、申し入れ、仮処分の申立て、その取り下げに至る客観的な経緯に鑑みれ

ば、八幡物産が東京地方裁判所から却下決定を受けることを避けるために仮処分を取下げる途

を選んだものと考えております。 

 

当研究会は、本年７月４日付で、改めて、八幡物産に対し、「北の国から届いたブルーベリー」

について機能性表示食品としての届出を取り下げるように文書による申入れを行いました。 

 

以上 

 

 


